
次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業
平成１９年度委託事業報告書（領域２）

機関リポジトリコミュニティの活性化

平成１９年度ＣＳＩ委託事業報告交流会（コンテンツ系）
平成２０年６月１３日（学術総合センター）

主担当機関：北海道大学； 連携機関：千葉大学，金沢大学
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事業の概要

機関リポジトリ構築をすすめる大学が相互に情報を交換・共有
し，各大学でのリポジトリの設置・運営に貢献しあうとともに，コ
ンソーシアム活動を通じて，リポジトリの継続のための相互協
力活動や連携組織のあり方を模索する。

デジタルリポジトリ連合（Digital Repository Federation）
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担当機関間の主な分担

連絡・調整等金沢大学連携

ワークショップ開催千葉大学連携

ウェブサイト構築，

メーリングリスト運用
北海道大学主担当
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平成１８～１９年度の参加機関

北海道大学，千葉大学，金沢大学，
帯広畜産大学，早稲田大学，大分大学，京都工芸繊維大学，
鹿児島大学，北陸先端科学技術大学院大学，山形大学，大阪
大学，横浜国立大学，大阪教育大学，広島大学，名古屋大学，
三重大学，神戸大学，北見工業大学，九州大学，埼玉大学，
山口大学，筑波大学，旭川医科大学，関西学院大学，室蘭工
業大学，兵庫教育大学，京都大学，信州大学，
秋田大学，岐阜大学，小樽商科大学，はこだて未来大学，新
潟大学，日本原子力研究開発機構，富山大学，東京歯科大学，
近畿大学，女子栄養大学，聖路加看護大学，島根県立大学，
新潟青陵大学，熊本大学，奈良先端科学技術大学大学院，長
崎県立大学，駒澤大学，大阪経済大学，日本貿易振興機構ア
ジア経済研究所，奈良教育大学，宇都宮大学，立命館大学，
東京女子医科大学，東邦大学，琉球大学，岩手大学，山梨大
学，同志社大学，長崎大学，茨城大学（以上，５８機関）
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平成１８年度の主な活動

ウェブサイト，メーリングリスト設置 （平成１８年１０月）
・ http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php
・

第１回ＤＲＦワークショップ
（平成１８年１１月１７日，千葉大学）

第２回ＤＲＦワークショップ
（平成１９年２月８～９日，早稲田大学）
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平成１９年度の主な活動

第３回ＤＲＦワークショップ
（平成１９年１１月９日，パシフィコ横浜）

ＤＲＦ地域ワークショップ（中国・四国地区）
（平成１９年１１月２２日，岡山大学）

DRF International Conference 2008
（平成２０年１月３０～３１日，大阪大学）

ＤＲＦ地域ワークショップ（北陸地区）
（平成２０年２月７日，金沢大学）

ＤＲＦ地域ワークショップ（北海道地区）
（平成２０年２月１８日，北海道大学）
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今後取り組むべき課題

(1) リポジトリの発見ルートの整備

(2) コンテンツの保存と識別子

(3) 著作権データベースと国際連携

(4) リポジトリの評価の枠組み

(5) 研究情報システムとの連携によるリポジトリの視認性向上

(6) 科学データのリポジトリでの取り扱い（e-Science）

(7) 地域共同リポジトリによるリポジトリの経済モデルの検証

(8) オープンアクセスコンテンツのインパクト評価

(9) リポジトリの持続のためのコミュニティ＝連携機能の強化・
持続
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デジタルリポジトリ連合活動アンケート

４．DRFホームページやメーリングリストでどのような情報が必要ですか（複数回答可）

22
18 18

23

1.リポジトリ・システムについ
ての情報

2. メタデータについての情
報

3.学内活動についての情報

4.オープンアクセスや海外
の事例に関する情報

６．どのような内容のワークショップが必要ですか（複数回答可）

16

22
20

11

1.システムやメタデータなど
の技術的な研修

2.大学の事例報告などの具
体的な報告・研修

3.著作権に関する研修

4.オープンアクセスやリポジ
トリの背景に関する研修


